
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

える 

 
 

厚
生
労
働
省
は
８
日
、
若
者
を
使
い
捨
て

る
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
が
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
と
し
て
、
集
中
的
な
監
督
指
導
を

実
施
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
離
職
率
が
高
い

企
業
１
０
０
社
を
は
じ
め
、
過
重
労
働
や
法
違

反
の
疑
い
が
あ
る
４
０
０
０
社
を
対
象
に
、
９

月
の
１
ヶ
月
間
に
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
ま

す
。 

 

同
省
が
「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
に
焦
点
を
当
て

て
取
り
組
む
の
は
初
め
て
。
こ
の
間
「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
問
題
を
追
及
し
て
き
た
日
本
共
産
党

が
躍
進
す
る
な
ど
世
論
と
運
動
、
日
本
共
産
党

の
追
及
に
押
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

 

 

自 宅：尼崎市潮江 3-4-3 

電 話：6499-5174 

ｹｲﾀｲ：090-8142-5272 

議員団控室：6489-6070 
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の
い
の
ち
・
く
ら
し
守
る
仕
事

で
す
。
し
っ
か
り
学
び
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
を
お

聞
き
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  
 

 

日
本
共
産
党
市
会
議
員 

松
沢
ち
づ
る 

２
０
１
３
年 

 

夏 
 

 

日
本
共
産
党
は
、
非
改
選
の
３
議
席
と
あ
わ
せ
て

十
一
議
席
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
力 

フ
ル
活
用
し
、

安
倍
政
権
の
「
暴
走
」
ス
ト
ッ
プ
を
。
今
か
ら
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。 

●
国
民
の
願
い
実
現
の
議
案
を
提
案
で
き
る 

 
 
 

（
予
算
を
伴
わ
な
い
議
案
に
つ
い
て
） 

●
十
一
全
て
の
常
任
委
員
会
で
発
言
で
き
る 

●
重
要
法
案
に
つ
い
て
本
会
議
で
質
問
で
き
る 

●
質
問
時
間
が
う
ん
と
長
く
な
っ
た 

●
党
首
討
論 

テ
レ
ビ
で
志
位
○対
安
倍
が
見
え
る 

 

  

ブラック企業４０００社へ 

共産党躍進と運動が 厚労省動かす   

松沢ちづるの役職 

★建設企業委員会委員 

 (都市計画審議会委員も兼

ねる） 

★社会保障審議会 

  障害者福祉等専門委員 

★鉄道施設整備促進   

     特別委員会委員 

 

 
６
月
の
市
議
選
で
は
、
広
瀬

さ
な
え
前
市
議
、
義
村
た
ま
み

前
市
議
の
後
を
継
ぎ
、
無
事
議

席
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ま
の
ご
期
待
に
そ

う
よ
う
、
公
約
実
現
の
立
場
で

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

私
は
、
初
め
て
臨
時
市
議
会

や
新
人
議
員
研
修
な
ど
に
臨

み
ま
し
た
。
議
員
団
で
し
っ
か

り
相
談
や
討
議
を
し
て
臨
む

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
心
強
い

で
す
。 

 

議
会
で
の
役
職
が
決
ま
り

ま
し
た
。
私
は
、
下
の
表
の
役

職
と
な
り
ま
し
た
。
主
に
「
街

づ
く
り
」
の
観
点
で
、
市
民 

の
く
ら
し
や
い
の
ち
を
守
る

た
め
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

し 

 

参議選 

 

 

 

 



  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
西
口
に
も 

 

Ｊ
Ｒ
塚
口
駅
東
口
は
、
今
回
の

開
発
に
よ
っ
て
、
駅
ビ
ル
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
利
用
で
改
札
口
ま
で
フ

リ
ー
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
西
口
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
し
て
欲
し
い
と
、

要
望
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

地
域
で
は
、
こ
の
開
発
で
様
々

な
周
辺
へ
の
影
響
が
出
て
く
る

こ
と
か
ら
、
み
ん
な
の
要
望
が
反

映
す
る
よ
う
に
と
「
森
永
跡
地
開

発
問
題
を
考
え
る
会
」
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人

に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

「
会
」
で
は
、
自
分
た
ち
で
交

通
量
の
調
査
を
し
、
多
く
の
人
々

か
ら
声
を
聞
き
、
８
項
目
の
意
見

書
を
つ
く
り
、
８
月
７
日
、「
会
」

の
代
表
数
名
で
、
市
担
当
課
に
直

接
意
見
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
今

後
、
機
会
あ
る
ご
と
に
地
元
の
み

な
さ
ん
の
要
望
を
、
市
や
事
業
者

に
あ
げ
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ

て
い
ま
す
。 

 

 
 

意
見
書
は
他
に
も
、
個
人
や
団
体

か
ら
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
と
手
を
つ
な
ぎ
、
よ
り
よ
い
街

づ
く
り
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
ね
。 

 
 

 

市と懇談する「会」のメンバー（左から４番目が私） 

 

 

 

Ｊ
Ｒ
塚
口
駅
東
に
、
４
千
人
を
超
え
る
人
口
が
増
え
、
駅
ビ
ル
や
ス

ー
パ
ー
万
代
が
は
い
る
大
規
模
開
発
計
画
で
す
。
周
辺
地
域
へ
の
影
響

が
様
々
に
あ
り
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
関
心
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

の
べ
３
２
０
人
が
住
民
説
明
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
、
住
民
説
明
会
に
参
加
し
、
地
元
の
み
な
さ
ん
の
声
を
お
聞
き

す
る
と
と
も
に
、
市
当
局
に
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
対
応
を
聞
き
ま
し
た
。 

道
路
に
車
が
あ
ふ
れ
る
の
で
は 

 

ス
ー
パ
ー
の
客
な
ど
で
、
生
活
道

路
や
通
学
路
に
車
が
侵
入
す
る
の
で

は
と
、
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
森
永
正
門
の
信
号
か
ら

南
の
南
向
き
一
方
通
行
は
今
で
も
車

が
多
く
、
交
通
量
調
査
や
速
度
制
限
、

時
間
制
限
な
ど
の
希
望
が
あ
が
っ
て

い
ま
す
。 

踏
み
切
り
の
安
全
対
策
を 

 

今
で
も
人
と
自
転
車
と
車
で
ご
っ

た
返
す
駅
北
の
踏
み
切
り
。
事
業
者

は
車
道
・
歩
道
を
広
く
す
る
と
い
い

ま
す
が
、
そ
れ
で
解
決
は
し
な
い
と

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。 

校
区
は
ど
う
な
る
？ 

 

上
坂
部
小
・
園
田
南
小
は
満
杯
状

態
で
す
。
教
育
委
員
会
は
、
３
ｋ
ｍ

以
内
の 

以
内
の
通
学
距
離
で
校
区
を
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
。
後
々
地
元

と
新
入
居
者
と
の
間
で
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
な
い
よ
う
、
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

桜
を
残
し
て
欲
し
い 

 
春
に
は
、
森
永
の
桜
を
地
元
で

は
楽
し
み
に
し
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
無
く
な
り
ま
す
。「
具

体
的
な
緑
の
計
画
を
聞
き
た
い
」

の
声
も
多
く
出
て
い
ま
す
。 

南
北
の
道
路
は
有
効
？ 

 

水
路
上
の
南
北
の
道
路
が
で

き
る
こ
と
で
、
県
道
の
渋
滞
が
深

刻
に
な
ら
な
い
か
。
万
代
ス
ー
パ

ー
に
出
入
り
す
る
車
の
流
れ
を

規
制
す
る
対
策
を
求
め
る
声
も

多
く
出
て
い
ま
す
。 

 

 

私
は
、
鉄
道
施
設
整
備
促
進
特
別

委
員
会
で
Ｊ
Ｒ
塚
口
駅
を
取
り
上

げ
、
市
の
対
応
を
尋
ね
ま
し
た
。 

 

市
は
６
月
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
、「
土
地
が
狭

く
て
・
・
・
」
と
言
わ
れ
た
よ
う

で
す
。
更
に
地
元
の
声
を
し
っ
か

り
発
信
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 



 

 

日本維新の会・橋下徹共同代表(大阪市長)の 

「慰安婦は必要」発言は許さない 
 

７
月
２
９
日
、
共
産
党
女
性
市
議

３
名
の
提
案
が
実
り
、
橋
下
氏
に
対

し
て
超
党
派
で
抗
議
文
が
出
せ
ま

し
た
。 

【
要 
旨
】 

 

女
性
は
人
格
を
持
っ
た
人
間
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
橋
下
氏
の

「
慰
安
婦
制
度
は
必
要
で
あ
っ
た
」

と
す
る
発
言
は
、
女
性
を
戦
争
推
進

の
道
具
の
一
つ
と
見
て
い
る
極
め

て
野
蛮
な
考
え
で
す
。
被
害
者
で
あ

る
女
性
た
ち
の
尊
厳
と
名
誉
を
著

し
く
傷
つ
け
た
ば
か
り
で
な
く
、
全

て
の
女
性
を
冒
涜
す
る
も
の
で
あ

り
、
公
職
に
あ
る
人
の
発
言
と
し
て 

り
、
到
底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
中
略
） 

 

私
た
ち
尼
崎
市
議
会
の
女
性
議
員

有
志
６
名
は
、
橋
下
氏
の
発
言
に
強
く

抗
議
し
、
撤
回
と
誠
意
あ
る
謝
罪
を
求

め
ま
す
。 

  
 

尼
崎
市
議
会
議
員 

荒
木 

伸
子 

 
 

尼
崎
市
議
会
議
員 

須
田 

和 

 
 

尼
崎
市
議
会
議
員 

真
崎 

一
子 

 
 

尼
崎
市
議
会
議
員 

松
澤 

千
鶴 

 
 

尼
崎
市
議
会
議
員 

松
村
ヤ
ス
子 

 
 

尼
崎
市
議
会
議
員 

宮
城 

亜
輻 

 

 

三菱伊丹製作所西側の歩道のゴミ「なんとかして」 

三菱に解決求め、ゴミ問題解決 

がありました。「月２回業者に清掃をお願いしていま

す。ゴミの問題があれば連絡ください。」とのことで

す。今後、汚れなど目立てば、すぐにご連絡を。三

菱に対応してもらいます。 

三菱西側の歩道。市民の散歩コース

になっています。 

塚口病院北にカーブミラー設置 

 

 

090-8142-5272 
 お気軽にご相談ください 

 

全
国
的
に
風
し
ん
が
流
行
。

尼
崎
も
感
染
者
数
は
昨
年
の
５

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、

６
月
５
日
風
し
ん
予
防
接
種
助

成
事
業
を
専
決
処
分
し
ま
し

た
。(

専
決
処
分
＝
議
会
の
議
決
を
待
て

な
い
急
ぎ
の
も
の
を
市
長
が
先
決
す
る) 

 

７
月
議
会
に
専
決
処
分
の
了

承
を
求
め
る
議
案
が
出
さ
れ
、

日
本
共
産
党
市
議
団
も
賛
成
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
県
が
補
助

金
を
出
す
と
決
ま
る
ま
で
、
市

と
し
て
要
望
す
ら
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
日
本
共
産
党
議
員

団
の
質
義 

っ
た
こ
と
が
日
本
共
産
党
の
質
疑
で

明
ら
か
と
な
り
、
消
極
的
な
態
度
を

指
摘
し
ま
し
た
。 

＜対象者＞ 

① 妊娠予定、妊娠希望の女性 

② 妊婦の同居家族 

＜助成額＞ 

5,000円(県と市で2,500円づつ) 

＜実施方法＞ 

① 市内医療機関では、接種費用

から 5 千円引いた額を窓口

で支払う。 

② 生保受給者は無料。 

 御園にお住まいの

方から「散歩中にゴミ

が目立つ。なんとかし

て欲しい」と相談があ

りました。 

 すぐに三菱に問い

合わせ、８月２日伊丹

製作所総務から電話

が 

ヘルパーさんが来てくれたよ！ 

 これまで、義村前市

議が求めてきたカー

ブミラーが６月に付

き「見通しがよくなっ

た」と喜ばれていま

す。 

 潮江にお住まいの方から「腰が痛くて

台所に立てない。レトルトの煮物ばかり

食べてる。ヘルパーに来て欲しい。」と相

談がありました。 

要支援１の認定は３年前に切れてお

り、私は認定申請を代行させていただき

いました。その結果、要支 

援２と認定され「ヘルパー 

さんが来てくれるようにな 

った。ありがとう」と喜ば 

れ、うれしい限りです。 

 

 

 

 

 



 

 
政
府
の
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
は
５
日
、
医
療
、
介

護
、
年
金
、
保
育
の
全
分
野
で 

改
悪
を
求
め
る
最
終
報
告
書
を

と
り
ま
と
め
ま
し
た
（
表
）
。 

と
ん
で
も
な
い
内
容
で
す
。 

）。 

 
 

 

国民会議の社会保障改悪プラン 

保 

育 

医 
 

療 

介 
 

護 

年 
 

金 

 

 

松沢ちづる 

私
は
８
月
３
～
５
日
、
自
治

体
学
校
（
新
潟
市
）
で
こ
の
中

身
を
学
び
、
怒
り
新
た
に
し
ま

し
た
。
暴
走
ス
ト
ッ
プ
の
先
頭

に
立
ち
ま
す
。 

・公的保育を投げ捨てる「保育・子育て新シス

テム」推進 

・規制緩和による質の引き下げ 

 

・70～74 歳の窓口負担倍増（１割→２割） 

・入院時の給食の患者負担引き上げ 

・紹介状がない大病院の受診に、定額負担導入 

・保険料アップにつながる、国民健康保険の都

道府県運営への移行 

 

・要支援１と２を保険給付から除外 

・一定以上の所得者の負担引き上げ 

・施設の居住費・食費を軽減する補足給付の対

象縮小  

・特養ホームから「軽度者」しめだし 

・デイサービスを削減 

 

・支給額を減らすマクロ経済スライドの毎年実 

 施 

・支給開始年齢の引き上げの検討 

・「高所得者」への支給額を削減。課税を強化 

 

 

 

 

 

消
費
税
は
社
会
保
障
目
的
税

だ
と
規
定
さ
れ
た
の
に
、
成
長

戦
略
や
防
災
に
重
点
配
分
す
る

と
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
消
費
税

増
税
さ
れ
て
も
、
社
会
保
障
に

使
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
一
方
で
、
国
は
「
お
金
が

な
い
か
ら
我
慢
せ
よ
」
と
言
い

ま
す
。
お
金
は
あ
り
ま
す
。 

 
国
民
を
二
重
三
重
に
だ
ま
す

や
り
方
許
し
ま
せ
ん
。
消
費
税

増
税
は
ス
ト
ッ
プ
で
す
！ 

 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、「
誰
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も
重
い
負

担
な
し
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
」
国
民
皆
保
険
を
壊

し
ま
す
。
上
の
表
に
あ
る
よ
う

に
、
医
療
も
介
護
、
保
育
、
年

金
も
カ
ッ
ト
ば
か
り
。「
あ
な
た

に
と
っ
て
要
る
も
の
は
、
お
金

で
買
い
な
さ
い
。
お
金
が
な
い

人
は
あ
き
ら
め
な
さ
い
」
で
す
。 

 
 

  

国
の
政
治
は
、
ま
す
ま
す
国

民
を
置
き
去
り
に
し
て
、
ほ
ん

の
一
握
り
の
大
金
持
ち
や
ア
メ

リ
カ
い
い
な
り
の
方
向
に
向
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
私

た
ち
の
い
の
ち
も
く
ら
し
も
守

ら
れ
ま
せ
ん
。 

憲
法
２
５
条
の
立
場
で
、
国

民
の
「
健
康
で
文
化
的
な
最
低

限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
」
を

公
的
に
保
障
す
る
政
治
に
、
み

ん
な
で
力
を
合
せ
ま
し
ょ
う
。  

 


